
  

第
三
学
期
終
業
式 

（
三
月
二
十
日
） 

 

 

終
業
式
に
先
立
ち
、
学
校
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
皆
勤
賞
が
一
四
名
、
学
業
優
秀
者
・
六
名
、
特

別
活
動
表
彰
者
・
二
名
と
、
と
く
に
例
年
に
比
べ
、
皆
勤
の
生
徒
が
多
か
っ
た
の
が
目
立
ち
ま
し
た
。
続
い
て
の
今
年
度

最
後
の
終
業
式
に
臨
ん
で
、
校
長
は
、
一
学
期
の
始
業
式
で
掲
げ
た
五
つ
の
目
標
を
あ
げ
、「
昨
年
度
ま
で
は
、
外
部
か
ら

の
電
話
や
手
紙
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
抗
議
が
あ
っ
た
が
、
今
年
度
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

み
ん
な
が
、
学
校
生
活
は
も
と
よ
り
、
家
庭
生
活
で
も
自
覚
を
も
っ
て
過
ご
し
た
成
果
の
表
れ
だ
と
思
う
。
…
学
校
実
態

調
査
で
、
家
庭
学
習
が
、
〇
分
で
あ
っ
た
者
は
、
三
〇
分
、
三
〇
分
で
あ
っ
た
者
は
、
一
時
間
の
勉
強
を
す
る
こ
と
。
就

職
試
験
は
全
県
が
相
手
で
あ
り
、
進
学
試
験
は
全
国
を
相
手
に
す
る
」
と
言
葉
を
つ
づ
け
、「
春
休
み
を
無
為
に
過
ご
さ
ず
、

新
学
期
に
は
、
健
康
に
気
を
つ
け
、
自
他
の
命
を
大
切
に
し
て
、
四
月
九
日
に
再
び
会
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

 

第
三
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会 

（
三
月
十
六
日
） 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
規
約
の
改
訂
に
つ
い
て 

役
員
数
は
十
五
名
程
度
と
す
る
。
地
区
に
関
係
な
く
、
学
年
等
の
話
し
合
い
で
、
や
る
気
の
あ
る
方
に
依
頼
し
、
可
能
で
あ

れ
ば
三
年
間
役
員
を
し
て
頂
く
（
た
だ
し
、
交
替
す
る
場
合
は
、
そ
れ
を
妨
げ
な
い
。
人
選
に
お
い
て
、
旧
役
員
が
そ
の
任

に
当
た
る
必
要
は
な
い
こ
と
と
す
る
）。
役
員
会
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
以
上
の
こ
と
が
、
十
九
年

度
か
ら
の
規
約
の
改
訂
案
と
し
て
意
見
の
一
致
を
み
ま
し
た
。 

 

卒

 

せま舎と校焦た日てうし明容れ意田ち
は
目
を
潤
ま
せ
、
「
良
い
卒
業
式
だ
っ
た
」
と
来
賓
の
方
か
ら
お
褒
め

の
言
葉
を
戴
き
、
式
は
整
然
と
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

蒜
山

 

学
校
保
健
委
員
会
よ
り 

 

換
気
に
つ
い
て
―
今
年
度
よ
り
、
ブ
ル
ー
ヒ
ー
タ
ー
に
変
え
た
の
が
原
因
か
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
数
値
が
基
準
値

を
超
え
た
（
こ
ま
め
な
換
気
が
必
要
）
。
歯
科
に
つ
い
て
―
Ｄ
Ｍ
Ｆ
指
数
の
県
と
の
差
が
大
き
い
（
虫
歯
に
対
す
る
親

の
意
識
の
違
い
か
）
。 

３月下旬～４月の予定 

３月 

20 日(火) 第３学期終業式 

21 日(水)～ 春季休業（４月８日まで） 

28 日(水) 新入生オリエンテーション 

 

４月 

9 日(月) 新任式，第１学期始業式 

      課題考査（２，３年） 
10日(火) 入学式 

部活動オリエンテーション 

1１日(水) ２年生 1・2限課題考査(3・4

限は通常授業)，３年生は通

常授業 

 身体計測（全学年:5-6 限） 

12 日(木) 耳鼻科検診（全学年） 

17 日(火) 内科検診（全学年） 

19 日(木)-20 日(金) 宿泊研修 

（１年・予定） 

新２年生、３年生は４月９日（月）に課題

考査があります。春休みの課題をこなすのは

もちろんのこと，テスト勉強もしっかりして

おきましょう。 

お願い 

新聞をご覧になられた感想，ご意見などあり

ましたら下記までお願いいたします。 

蒜山高校 Tel:66 – 2016（担当:植田） 
    e-mail: hiruzen07@pref.okayama.jp 
今せしを、長土。、主。てのさる志紘
蒜
高
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
三
月
の
行
事
） 

業
式
（
三
月
一
日
） 

年
度
は
異
常
な
暖
冬
で
、
蒜
山
三
座
に
も
残
雪
は
な
く
、
春
を
想
わ

る
よ
う
な
晴
天
の
中
、
第
五
十
九
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ

た
。
本
年
度
は
二
十
七
名
の
卒
業
生
が
三
年
間
慣
れ
親
し
ん
だ
学
び

あ
と
に
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
や
保
護
者
の
方
々
の
ご
出
席
の
も

そ
れ
ぞ
れ
の
新
た
な
道
へ
と
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
式
辞
の
中
で

は
、
卒
業
生
へ
の
は
な
む
け
の
言
葉
と
し
て
、
「
戦
後
六
十
二
年
、

と
化
し
た
我
が
国
は
、
先
人
の
血
と
汗
に
よ
り
、
経
済
大
国
と
な
っ

ま
た
、
自
由
と
平
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
も
獲
得
し
た
。
し
か
し
今

そ
れ
ら
は
身
勝
手
と
同
義
語
化
し
、
個
々
の
能
力
や
適
性
を
無
視
し

張
さ
れ
、
義
務
が
伴
う
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

そ
う
い
っ
た
風
潮
の
時
代
に
、
皆
さ
ん
が
、
普
遍
的
な
本
来
の
人
と

の
道
を
実
践
し
て
い
っ
て
欲
し
い
」
。
次
に
、
新
渡
戸
稲
造
、
王
陽

言
葉
を
引
用
し
、
「
自
己
主
張
を
す
る
前
に
、
他
人
を
容
認
す
る
寛

の
重
要
性
」
、「
自
己
確
立
を
図
る
」
、
そ
し
て
、「
他
人
か
ら
教
え
ら

だ
け
の
勉
強
で
は
な
く
、
自
分
自
身
で
、
自
分
の
た
め
に
、
自
分
の

で
学
ん
で
欲
し
い
」
と
式
辞
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
徒
会
長
、
池

士
君
の
送
辞
、
卒
業
生
代
表
、
清
水
健
志
君
の
答
辞
に
、
卒
業
生
た
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平
成
十
九
年
度
入
学
者
選
抜
に
つ
い
て 

 

来
年
度
入
試
も
、
連
携
型
中
高
一
貫
入
試
、
自
己
推
薦
入
試
、
一
般
入
試
を
終
え
、
第
二
次
募
集
の
入
試
の
み
と
な

り
ま
し
た
。
現
段
階
で
、
今
年

同
じ
三
十
五
名
が
合
格
し
、
四
月
に
は
、
蒜
高
の
新
一
年
生
と
し
て
加
わ
り
ま
す
。

度
と

 
 

今
年
度
を
振
り
返
っ
て 

 

教
務
課
よ
り
（
授
業
・
学
校
行
事
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
担
当
） 

 

蒜
高
タ
イ
ム
ズ
（
学
校
新
聞
）
を
毎
月
発
行
。
公
開
授
業
週
間
の
見
直
し
（
例
え
ば
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
進
路
説
明
会

等
と
の
抱
き
合
わ
せ
で
一
日
の
参
観
授
業
で
試
行
）
。
そ
の
他
、「
基
礎
学
力
の
充
実
」
の
継
続
。
図
書
館
の
充
実
（
暖

房
設
備
の
増
設
な
ど
）
。
携
帯
サ
イ
ト
に
よ
る
時
間
割
更
新
の
継
続
。 

 

生
徒
課
よ
り
（
生
徒
指
導
、
部
活
動
、
三
座
祭
な
ど
の
行
事
を
担
当
） 

 

規
律
あ
る
生
活
習
慣
の
確
立
（
二
年
生
で
、
二
学
期
に
遅
刻
の
回
数
が
増
え
た
が
、
そ
の
後
は
減
っ
た
）
。
頭
髪
・

服
装
（
普
段
か
ら
声
か
け
を
す
る
よ
う
に
心
が
け
た
）。
交
通
マ
ナ
ー
の
徹
底
（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
さ
せ
、

許
可
申
請
の
徹
底
を
行
っ
た
）
。
特
別
活
動
の
活
性
化
（
年
六
回
の
生
徒
会
新
聞
の
発
行
。
行
事
へ
の
全
員
参
加
。
部

活
動
の
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
の
地
域
と
の
連
携
を
行
っ
た
）
。
以
上
の
こ
と
に
つ

い
て
、
反
省
す
べ
き
点
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
達
成
で
き
た
。 

 

進
路
指
導
課
よ
り
（
進
学
指
導
・
就
職
指
導
担
当
） 

 

進
学
情
報
誌
や
進
路
説
明
会
等
で
得
た
情
報
を
教
職
員
で
共
有
し
、
最
新
か
つ
適
切
な
情
報
を
生
徒
に
提
供
す
る
。

よ
り
一
層
の
個
別
懇
談
の
充
実
。
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
総
合
的
な
学
習
を
通
じ
て
、
進
学
に
つ
い
て
の
知
識
を
も
た
せ
、

高
い
目
標
を
設
定
さ
せ
る
。
校
外
模
試
、
平
日
・
休
日
補
習
の
実
施
。
家
庭
学
習
の
習
慣
化
（
週
末
課
題
、
基
礎
額
力

テ
ス
ト
の
実
施
等
）
。
就
職
に
向
け
て
―
就
職
模
試
・
公
務
員
模
試
を
受
験
さ
せ
、
意
識
向
上
を
図
る
。
今
年
度
の
反

省
を
踏
ま
え
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
来
年
度
、
実
施
し
て
い
き
た
い
。 

 

厚
生
課
よ
り
（
学
校
で
の
安
全
・
健
康
管
理
、
清
掃
、
奨
学
金
な
ど
担
当
） 

 

定
期
健
康
診
断
の
受
診
の
徹
底
（
例
年
よ
り
受
診
率
は
向
上
し
た
）
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
の
実
施
（
一
年
生
で
実
施
。

今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
）
。
校
内
清
掃
の
徹
底
（
生
徒
は
真
面
目
に
取
り
組
め
て
い
た
）
。
自
販
機
の
利
用
マ

ナ
ー
の
啓
発
（
ト
ラ
ブ
ル
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
マ
ナ
ー
も
向
上
し
て
い
る
）
。 


